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ら
る
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経

演

曾

事

O
十
月
例
歯
十
周
二
十
二
日
(
火
)
午
後
七
時
よ
り
柴
文
舎
舘
に
於
て
開

催
さ
れ
主
白
報
告
が
あ
っ
た
。

一

、

支

那

瞥

見

滑

藤

一

郎

氏

慣
行
調
査
部
の
用
向
で
支
那
へ
出
張
吉
れ
た
旋
行
設
で
、
主
と
し
て
滞

難

宅直

蝿
慣
行
調
査
部
の
調
査
股
況
と
現
地
調
査
陀
於
げ
る
種
々

m
問
題
点
何
皐
げ

で
、
慣
行
調
査
白
今
後
D
方
針
に
闘
し
て
意
見
を
漣
ペ
ら
た
。

ニ

、

日

本

費

本

主

義

に

つ

い

て

柴

田

敬

授

今
日
、
日
本
極
端
問
白
草
新
が
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
止
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
必
持
性
は
明
治
維
新
以
後
の
わ
が
関
費
本
主
輯
護
展
の
騨
過
白

巾
に
求
め
ら
れ
る
で
る
ら
う
と
遮
べ
ら
れ
、
現
在
迄
白
資
本
主
義
の
護
展

陀
於
い
て
園
家
意
志
が
如
何
に
作
用
し
て
来
た
か
を
中
心
の
問
題
と
し

て
、
維
新
・
第
一
夫
敵
削
大
戦
後
・
及
び
現
段
階
に
於
け
る
閤
家
意
士
山
田

在
り
方
を
、
軍
事
工
業
H

重
工
業
峰
講
整
備
の
問
題
を
主
な
る
指
標
に
と

っ
て
諭
ぜ
ら
れ
た
。

官
日
の
出
席
者

l
高
田
、
谷
口
、
柴
田
、
松
岡
、
堀
江
、
巾
谷
、
佐

没
、
穂
積
、
徳
永
、
静
岡
、
白
替
、
青
山
、
回
#
、
鈴
木
、
堀
江
戸
英
)

憲
容
白
詩
先
生
。
青
盛
、
有
田
、
上
帯
、
大
谷
、
阿
部
、
岡
本
、
尾
上
、

大
橋
、
河
野
、
小
泉
、
森
藤
、
三
谷
、
山
崎
、
尤
白
諸
氏
。

O+-月
例
歯
ト
一
月
二
十
六
日
(
丸
)
キ
後
六
時
よ
り
鍛
友
曾
儲
に
於

て
開
催
さ
れ
究
由
報
告
が
あ
っ
た
。

一

、

北

陸

棚

業

白

生

産

構

造

捌

江

静

岡

絹
織
物
機
業
に
お
け
る
ニ
つ

D

形
態

l
練
絹
織
物
に
於
け
る
西
陣
機

業
・
関
東
機
業
と
生
絹
織
物
に
於
け
る
舟
後
機
業
・
北
陸
棚
業
ー
に
つ
い
て

略
越
さ
れ
、
次
に
北
陣
槽
業
特
に
石
川
勝
の
機
業
に
於
て
そ
の
植
軸
た
る

開
業
資
本
が
加
何
な
る
形
惑
で
如
何
な
る
程
度
き
で
機
業
を
支
配
し
て
ゐ

る
か
を
問
題
に
さ
れ
た
。

北
陸
機
業
に
於
げ
る
商
業
費
本
白
役
割
は
=
一
つ
由
形
態
を
と
っ
て
ゐ

第
五
十
二
審

官事'

韓

主
三E

一
五
五



葉

報

る
。
ず
な
は
ち
先
づ
停
一
に
自
ら
比
較
的
大
規
模
工
場
を
煙
管
し
、
危
険

円
少
い
一
般
品
を
製
織

L
、
第
二
に
小
規
模
工
場
を
原
料
・
製
品
市
場
か

ら
遮
断
し
て
ζ

れ
を
賃
機
化

L
、
危
険
由
多
い
特
陣
品
・
境
問

J

物
を
製
織

さ
せ
、
第
一
一
一
に
抽
品
て
少
数
し
か
存
在
し
な
い
調
立
機
業
家
と
自
由
な
取

引
を
し
て
ゐ
る
。
従
づ
て
北
陸
機
業
に
於
て
は
商
業
資
本
が
か
な
り
産
業

費
木
に
輔
化

L
、
こ
れ
を
植
軸
と
し
て
丹
業
部
を
従
属
さ
せ
、
調
立
構
業

家
主
取
引
し
て
ゐ
る
と
主
を
示
さ
れ
た
。

二

、

シ

ユ

ピ

イ

ト

ホ

プ

の

景

気

理

論

脅

山

助

教

授

経
済
論
叢
昭
和
十
五
年
十
一
月
記
念
論
文
集
所
載
を
参
照
さ
れ
た
し
。

常
日
の
出
席
者
世
見
、
高
回
、
谷
口
、
八
木
、
大
塚
、
堀
江
、
中
春
、

徳
武
、
白
梓
、
青
山
、
同
料
、
松
井
、
出
口
、
鈴
木
、
明
江
(
英
)
の
詩
先

生
。
有
回
、
上
#
、
大
橋
、
岡
部
、
河
野
、
副
首
藤
、
中
西
、
山
崎
、
尤
の
諸
民
。
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